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近年, 畜産分野における野生鳥獣害が深刻化しており,

その１つに肥育牛舎へのイノシシ(����������������������),
タヌキ (�����������������������) など野生哺乳類の侵入
が挙げられる (�������ら, 2010). 鹿児島大学農学部附
属農場入来牧場 (以下, 入来牧場) の肥育牛舎において

も, イノシシ, タヌキおよびアナグマ (����������) な
どの侵入が目撃され, 濃厚飼料の採食ならびに飼槽や通

路などへの排泄が問題視されている. �山ら (2017) は
赤外線カメラを用いた調査によって１年間に延べ8�000
頭を超えるイノシシが牛舎内で確認されたと報告してお

り, これに対し, 牛舎入口に地上高15および30��の２
段線電気柵を設置することで, 顕著な侵入防止効果が得

られることを明らかにしている. しかしながら, 牛舎入

口における電気柵の設置には, ウシの移動や管理作業の

際に一時的な撤去と再設置の手間が必要となり, より簡

便な防除方法の開発が求められている. その１つの手段

として, 嗅覚刺激を利用したイノシシ害防除が挙げられ

る. イノシシはイヌ並みの嗅覚を有しており (農林水産

省, 2014), かつての天敵であるオオカミ (����������)
の匂い (尿や糞) に対して, 本能的に危険を感じ取り,

忌避すると考えられている (江口ら, 2002). しかしな
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がら, その忌避効果は科学的に明らかにされていない.

そこで本研究では, 肥育牛舎におけるイノシシ害防除

法の確立に向けた基礎的知見を得ることを目的とし, 嗅

覚刺激として市販のオオカミ尿 (以下, 尿) を野生イノ

シシに提示し, その効果を調べた.�������
試験は2012年８～12月にかけて, 入来牧場内の林地で

行った. 2012年８月に林内の平坦地6�0 �2 (1�5×4�0 �)
に一方向からのみ侵入可能な野生イノシシの誘引場 (第

１図�下) を設け, その中に誘引餌として市販の濃厚飼
料10 ��(原物重) を毎日, 設置した. 誘引場所の傍に
はレフランプ (500 �) を１台設置し, 夜間も明るい状
態となるようにした.

尿については市販品を使用し, 販売メーカーが推奨す

る方法に準じて10 ��の尿を穴が開いたプラスチック容器
(以下, 容器) に入れ (第１図�上), 入口に地上40 ��の
高さに吊り下げる形で設置した (第１図�下). 試験につ
いては, １) 容器および尿のいずれも設置しない (設置

前), ２) 容器のみを吊るす (空容器) および３) 容器

に尿を入れて吊るす (容器＋尿) 処理をそれぞれ３日間

連続で, 計９日間行った. 試験期間中, 入口に向けて２

台の赤外線カメラ (���701�､ オーム電機社製) を設置

し, その再生画像から画面に現れてから誘引場所入口を

通過するまでに要した時間 (以下, 通過時間) ならびに

侵入した頭数 (以下, 侵入頭数) を調査した. なお, 誘

引餌は毎日12：00～16：00の間に設置し, その際, 前日

に給与した飼料の残食を回収し, 重量を測定した.

各処理における侵入頭数と通過時間については, 一元

配置分散分析による比較を行った.�������
誘引場所入口における尿の設置がイノシシの侵入頭数

と通過時間に及ぼす影響を第２図と第３図に示した. ８

月に設置した誘引場所には, 多数のイノシシが侵入し,

設置した濃厚飼料を採食する状況が毎日, 観察された｡

12月におけるイノシシの１日平均侵入頭数は, 設置前で

70頭�日, 空容器で50頭�日, そして容器＋尿で68頭�日を
示し, ３処理間で有意差は認められなかった. 通過時間

については, 空容器を設置した1日目にイノシシが強い

警戒心を示し, 繰り返し鼻先を使った探索と後方への逃

避を繰り返す状況 (第４図) が観察され, 通過時間は

421秒�頭と高い値を示した. しかしながら, 空容器設置
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後の２および３日目には, 容器を目視しただけですぐに

通過する状況が観察され, 通過時間は７および２秒�頭
であった. ３日間の平均通過時間は, 設置前で37秒�頭,
空容器で143秒�頭および容器＋尿で23秒�頭となり, ３
処理間で有意差は認められなかった. 容器＋尿を設置し

た場合, イノシシは嗅覚的な探索行動を示すことなく,

目視のみでその傍を通過し, 目立った忌避反応は観察さ

れなかった (第５図). なお, ３処理いずれにおいても,

提示した翌日には, 誘引餌がイノシシによって完食され

ていた.

イノシシの学習能力は高く, 優れた記憶力を有するこ

とが知られている (江口, 2003). �山ら (2017) は肥

育牛舎の入口に電気柵を設置することで, １年間を通し

て成イノシシの侵入が一切みられなかったと報告してお

り, これは電気刺激による痛みを学習・記憶し, イノシ

シが忌避したものと推察している. 一方, 忌避剤につい

て江口 (2003) は, 木酢液, ヒトの毛髪およびイヌの糞

などイノシシに対する忌避効果を狙った様々な資材が生

産現場で利用されているが, 嫌悪するとヒトが考えた嗅

覚刺激 (匂い) をイノシシが忌避することはほとんどな

く, その効果は期待できないと述べている. 本研究にお

いても, 空容器を設置した場合には, 見慣れない物 (新

奇物) が入口に設置され, イノシシが警戒する状況が観

察された. これはイノシシが日々活動している場所の状

況をしっかりと記憶しており, その変化を敏感に察知し

たものと推察された. 同時に, 設置２日目には空容器が

危険性のないものと判断し, 傍を素通りしており, 高い

学習能力も合わせて示した. 一方で, 尿を入れた容器に

は嗅覚を使った探索行動を示さず, 忌避しなかったこと

から, 尿自体にイノシシの侵入防止効果はみられなかっ

た. しかしながら, 本研究は気温の低い12月に実施して

おり, 尿中の香気成分の揮発が十分でなく, イノシシが

匂いを感じ取れなかった可能性もあり, 今後, 夏季高温

時にも検討する必要があると考えられた.

以上より, 市販のオオカミ尿に対して, イノシシは忌

避しないことが示された.� �
肥育牛舎におけるイノシシ害防除法の確立に向けた基

礎的知見を得ることを目的とし, 嗅覚刺激として市販の

オオカミ尿 (以下, 尿) を野生イノシシに提示し, その

効果を調べた. 2012年12月に野生イノシシの誘引餌とし

て市販の濃厚飼料を置いた誘引場所 (6�0 �2) の入口に,
１) 容器および尿のいずれも設置しない (設置前),

２) 容器のみを吊るす (空容器) および３) 容器に尿を

入れて吊るす (容器＋尿) の３つの処理を行った. オオ

カミの１日平均侵入頭数は, 設置前で70頭�日, 空容器
で50頭�日および容器＋尿で67頭�日となり, 処理間差は
みられなかった. 空容器では, それに野生イノシシが強

い警戒心を示し, 鼻先を使って探索する状況がみられた.

しかしながら, 通過時間には３処理間で有意差が認めら
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れなかった. また, 容器＋尿に対して, 野生イノシシが

忌避する状況はみられなかった.

以上より, 市販のオオカミ尿に対して, イノシシは忌

避しないことが示された.����
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